
Regeneration Biology                      細胞制御学Ⅰ 

 

 

Ⅰ プラナリア再生の分子生物学 
Molecular Biology of Planarian Regeneration 

 

梅園良彦・餅井真・織井秀文 

Umesono, Y., Mochii, M., Orii, H. 

 

 プラナリアは再生能力が強く、小断片からも１個体を再構成する。プラナリアを用いて、再生原理

を明らかにするために、1.体軸、領域の決定機構、2.分子マーカーを用いた組織再構築の分子機構、

3.分化多能性幹細胞の解析を進めている。 

 

 

Ⅱ プラナリアの体細胞系幹細胞から生殖系細胞への分化機構

の研究 
Molecular Analysis of Differentiation from Somatic Stem Cells to Germline in Planarians 

 

梅園良彦・織井秀文 

 Umesono, Y., Orii, H. 

   

 プラナリアは、通常、自ら切断・再生を繰り返し無性生殖で増殖する。このとき、体中に分布する

体細胞系幹細胞が様々な細胞へと分化する。一方、特殊な条件下でプラナリアを飼育すると卵や精子

を形成し有性生殖を行う。このとき、体細胞系幹細胞は生殖系幹細胞を経て卵や精子へと分化する。

この体細胞系幹細胞から生殖系幹細胞への分化のメカニズムを分子生物学的手法で解析している。 

 

 

Ⅲ 多眼プラナリアの眼の再生の研究 
Molecular Analysis of Eye Regeneration in the Multiple-eyed Planarian 

 

梅園良彦・織井秀文 

 Umesono, Y., Orii, H. 

 

 プラナリアの仲間には、たくさんの細胞からなる双眼のプラナリアの他に数十の個眼をもつ多眼の

プラナリアがいる。この個眼は１つの視神経と１つの色素細胞から構成される。この単純な個眼をも

つプラナリアを用いて、視神経細胞と色素細胞がどのようして分化するのか、個々の視神経が脳へど

のように投射しているのか等、プラナリアの眼の再生メカニズムを明らかにする。 
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Ⅳ 両生類を用いた再生能の分子生物学的研究 
Molecular Analysis of Regeneration Potential in Amphibia 

 

餅井真 

Mochii, M. 

   

両生類は、ほ乳類に比べ高い再生能を持つ。この再生能をうむ分子的基盤を明らかにすることを

目的として研究する。具体的には、両生類の四肢や尾部の再生に特有な構造である傷表皮および先

端傷表皮キャップの形成とその機能に関わる遺伝子を単離し解析する。また、カエル幼生とイモリ

の尾部再生を比較することから、イモリで完全な再生がおきるしくみを明らかにする。 
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大学院生命理学研究科 

博士後期課程 

奥村 晃成：尾部再生過程で発現する遺伝子に関する研究 

  博士課程（５年一貫） 

Mohammad Abdul Auwal：プラナリアの再生制御機構に関する研究 

  博士前期課程 

木元 駿平：プラナリアの生殖系幹細胞分化に関する研究 

原田 聖矢：オタマジャクシ培養尾部断片からの再生 

村井 寿々華：多眼プラナリアの視神経に関する研究 

 

 

科学研究費補助金等 

1 内藤記念科学振興財団 内藤記念特定研究助成金 

 研究課題    幹細胞研究のための新規有性生殖プラナリア系統の遺伝子発現リソースの構築と 

応用 

 研究代表者  梅園良彦 

2 日本学術振興会 科学研究費補助金 基盤研究（Ｃ） 

 研究課題   FGF活性調節を可能にする新たなゲノム戦略の解明 

 研究代表者  梅園良彦 
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